
　

任
期　

平
成
19
年
6
月
14
日
か
ら
平
成
20
年
6
月

１１
日

調
査
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

Ｑ

第
一
号
請
願　

家
庭
ご
み
収
集
有

料
化
の
実
施
凍
結
を
求
め
る
件

請
願
者  

区
民
要
求
を
実
現
す
る

青
葉
区
民
の
会

　

石
井
美
恵
子　

外
一
一
六
四
名

第
二
号
請
願　

家
庭
ご
み
収
集
有

料
化
の
実
施
凍
結
を
求
め
る
件

請
願
者  

宮
城
野
区
区
民
要
求
実

現
連
絡
会

　

出
浦　

秀
隆　

外
二
〇
九
五
名

第
三
号
請
願　

家
庭
ご
み
収
集
有

料
化
の
中
止
を
求
め
る
件

請
願
者  

区
民
要
求
の
実
現
を
め

ざ
す
若
林
連
絡
会

  

加
藤　

雅
友　

外
一
一
五
一
名

第
四
号
請
願　

家
庭
ご
み
収
集
有

料
化
の
実
施
凍
結
を
求
め
る
件

請
願
者  

区
民
要
求
の
実
現
を
め

ざ
す
太
白
区
連
絡
会

  

郷
右
近　

常
泰　

外
六
一
五
名

第
五
号
請
願　

家
庭
ご
み
収
集
有

料
化
の
実
施
凍
結
と
、
ご
み
減
量

施
策
の
推
進
を
求
め
る
件

請
願
者  

市
民
要
望
の
実
現
を
め

ざ
す
泉
区
の
会

  

油
谷　

重
雄　

外
三
四
四
三
名

地域経済活性化調査特別委員会
　　委員長　渡辺　博　　　副委員長　庄司　俊充

 防災・危機対策調査特別委員会
　　委員長　熊谷　善夫　　　副委員長　橋本　啓一　

少子化・子育て調査特別委員会
委員長　山口　津世子　　　副委員長　横田　匡人

環境・緑化推進調査特別委員会
　　委員長　石川　建治　　副委員長　嶋中　貴志

　

　  

議　

員　

表　

彰

　

永
年
に
わ
た
り
市
政
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
全
国
市

議
会
議
長
会
総
会
（
五
月
二
十
八

日
開
催
）
に
お
い
て
、
次
の
議
員

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
特
別
表
彰

　

ー
議
員
在
職
二
十
五
年
以
上
ー

　
　
　
　
　

岡　
　
　

征　

男　

　
　
　
　
　

佐
々
木　

両　

道　

●
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

(

注
７
）（
五
面
二
段
）

  

車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
の

適
正
利
用
を
図
る
た
め
、
身
体
に

障
害
が
あ
る
な
ど
、
歩
行
困
難
な

方
に
「
利
用
証
」
を
交
付
す
る
制

度
。
こ
の
制
度
に
協
力
す
る
施
設

の
駐
車
施
設
を
利
用
す
る
際
に

は
、「
利
用
証
」
を
表
示
す
る
。

　

こ
の
た
び
の
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ま
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

仙
台
市
議
会
で
は
、 

各
派
の
代

表
者
で
協
議
し
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
を
支
援
す
る
た
め
、 

義
援
金

を
お
送
り
し
ま
し
た
。　
　
　
　

義
援
金
総
額 

（
私
費
）
六
十
万
円

　
（
議
員
一
人
一
万
円
）

送
り
先
及
び
義
援
金
額　
　
　
　

　
　
　
　
　

栗
原
市　

五
十
万
円

　
　
　
　
　

大
崎
市　
　

十
万
円
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な
お
、
本
会
議
と
予
算
・
決
算

等
審
査
特
別
委
員
会
は
、
市
役
所

本
庁
舎
一
階
市
民
の
へ
や
、
各
区

役
所
・
総
合
支
所
の
ロ
ビ
ー
、
青

葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
の
テ
レ

ビ
で
生
中
継
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
委
員
会
は
、
防
災
・
危
機
対

策
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
宮
城
県
沖
地
震
等
あ
ら
ゆ
る

災
害
・
危
機
か
ら
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
設
置

さ
れ
た
。

　

宮
城
県
沖
地
震
が
近
い
将
来
、

極
め
て
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
今
日
、
重
要
な
課

題
と
考
え
ら
れ
る
「
緊
急
物
資
の

備
蓄
と
調
達
に
つ
い
て
」
を
調
査

テ
ー
マ
と
し
、
五
回
に
わ
た
り
委

員
会
を
開
催
し
、
委
員
相
互
の
意

見
交
換
の
ほ
か
、
一
月
と
四
月
に

は
、
有
識
者
か
ら
災
害
に
備
え
る

行
政
と
市
民
の
役
割
に
つ
い
て
及

び
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る

応
急
生
活
物
資
の
確
保
・
配
送
計

画
に
つ
い
て
意
見
を
伺
っ
た
。

　

ま
た
、十
月
に
は
、兵
庫
県
淡

路
市
及
び
尼
崎
市
へ
の
視
察
も
行

っ
た
。

〔
ま
と
め
〕　

       

  

災
害
時
に
備
え
た
備
蓄
の
充
実

や
物
資
を
迅
速
か
つ
確
実
に
被
災

者
へ
届
け
る
た
め
の
体
制
の
整
備

が
重
要
な
課
題
と
考
え
、
次
の
三

つ
の
視
点
か
ら
対
策
を
述
べ
る
。

　

一
つ
に
は
、
公
的
備
蓄
に
つ
い

て
は
、
い
わ
ゆ
る
流
通
在
庫
備
蓄

方
式
で
契
約
を
行
い
、
確
実
に
被

災
者
へ
届
け
る
こ
と
や
、
食
料
品

だ
け
で
な
く
日
用
品
や
女
性
の
視

点
か
ら
見
た
生
活
用
品
に
つ
い
て

も
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

二
つ
と
し
て
、
市
民
自
ら
の
備

蓄
に
つ
い
て
は
、
生
活
の
延
長
上

に
お
い
て
無
理
の
な
い
範
囲
で
備

蓄
す
る
よ
う
啓
発
す
る
こ
と
が
有

効
な
対
策
で
あ
り
、
市
民
の
防
災

意
識
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
地
域
に
お
け
る
防
災

体
制
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
構
築
に
よ
る
地
域
防

災
活
動
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

実
行
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
、
行

政
が
先
頭
に
立
ち
、
防
災
対
策
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

で
は
、
産
学
公
連
携
活
動
に
つ
い

て
、
草
津
市
で
は
、
立
命
館
大
学

が
開
設
し
た
「
び
わ
こ
・
く
さ
つ

キ
ャ
ン
パ
ス
」
及
び
琵
琶
湖
南
部

エ
リ
ア
の
新
産
業
創
出
特
区
に
つ

い
て
視
察
を
行
っ
た
。

〔
ま
と
め
〕

　
「
新
産
業
創
出
・
産
学
官
連
携
の

推
進
」
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
重

要
な
資
産
で
あ
る
、
大
学
の
高
度

な
知
識
、
研
究
成
果
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
に
関
わ
る
人
材
と
が
、
地
元

企
業
と
有
機
的
に
結
び
つ
き
発
展

し
て
い
く
こ
と
と
、
研
究
成
果
が

地
域
の
産
業
と
し
て
芽
吹
き
、
将

来
に
わ
た
っ
て
地
元
に
根
付
き
、

本
市
地
域
経
済
の
新
た
な
活
力
の

源
と
な
る
、
こ
れ
ら
を
実
現
し
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
に
、
今
後

一
層
力
を
注
い
で
い
く
こ
と
が
求
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本
委
員
会
は
、
東
西
線
整
備
及

び
こ
れ
に
伴
う
沿
線
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
を
促
進
し
、
そ
れ
に
対
応

し
た
総
合
交
通
体
系
の
確
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
七
年
度
の
地
下
鉄
東

西
線
の
開
業
を
見
据
え
、
駅
周
辺

地
区
に
お
い
て
戦
略
的
に
高
度
利

用
や
土
地
利
用
転
換
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

「
高
度
利
用
や
土
地
利
用
転
換
を

誘
導
す
べ
き
駅
周
辺
地
区
で
の
戦

略
的
取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
五
回
に
わ
た
り
委
員

会
を
開
催
し
、
委
員
相
互
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
八
月
に
は
、

仙
台
印
刷
工
業
団
地
と
仙
台
工
業

団
地
の
理
事
長
か
ら
、
東
西
線
開

業
に
向
け
た
団
地
と
し
て
の
考
え

ス
路
線
の
再
編
等
に
よ
る
交
通
結

線
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

仙
台
市
の
ま
ち
の
構
造
を
鉄
軌
道

系
を
基
軸
と
し
た
も
の
に
改
め
て

い
く
。
そ
し
て
環
境
問
題
に
も
配

慮
し
た
、
潤
い
と
活
力
に
満
ち
た

持
続
可
能
な
都
市
に
す
る
、
そ
の

た
め
の
全
市
的
な
大
事
業
で
あ
る

と
考
え
る
。

や
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
意
見
を

伺
っ
た
。　

　

ま
た
十
月
に
は
、
岐
阜
市
及
び

名
古
屋
市
を
視
察
し
た
。
岐
阜
市

で
は
、
岐
阜
駅
北
口
駅
前
広
場
や

岐
阜
シ
テ
ィ
タ
ワ
ー
と
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
名
古
屋

市
で
は
、
地
下
鉄
名
城
線
金
山
駅

の
ア
ス
ナ
ル
金
山
や
ル
ー
プ
金
山

と
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
視
察
を
行
っ
た
。

〔
ま
と
め
〕

  

東
西
線
事
業
は
、
た
だ
単
に
既

存
の
南
北
線
に
加
え
、
東
西
方
向

に
も
地
下
鉄
を
整
備
す
る
だ
け
の

事
業
で
は
な
い
。
こ
れ
と
並
行
し

て
民
間
開
発
の
誘
導
等
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
周
辺
道
路
の
整
備
や
バ

　

本
委
員
会
は
、
少
子
化
の
急
速

な
進
行
に
対
応
し
、
安
心
し
て
子

供
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

　

調
査
の
テ
ー
マ
を
「
次
世
代
に

つ
な
ぐ
子
育
て
の
大
切
さ
」
、
「
障

害
の
あ
る
子
供
、
親
へ
の
支
援
」
、

「
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
る
食

育
の
推
進
」
の
三
つ
と
し
て
六
回

に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
、
委

員
相
互
の
意
見
交
換
の
ほ
か
有
識

者
か
ら
食
育
推
進
に
つ
い
て
意
見

を
伺
っ
た
。

　

ま
た
、
十
月
に
は
滋
賀
県
近
江

八
幡
市
と
愛
知
県
一
宮
市
を
視
察

し
、
近
江
八
幡
市
で
は
次
世
代
育

成
支
援
事
業
の
概
要
や
中
学
生
の

家
庭
科
に
お
け
る
保
育
実
習
に
関

し
て
、
一
宮
市
で
は
食
育
推
進
事

を
生
み
育
て
た
い
と
思
う
環
境
づ

く
り
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
家
庭
や
地

域
と
社
会
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
役
割
を
担
う
こ
と
や
、

具
体
的
な
検
討
が
始
ま
っ
た
市
内

で
二
カ
所
目
と
な
る
（
仮
称
）
南

部
ア
ー
チ
ル
整
備
を
中
心
と
し
た

機
能
発
展
・
充
実
に
向
け
た
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。　

業
に
関
し
て
視
察
を
行
っ
た
。

〔
ま
と
め
〕

　

安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
て

い
く
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は
、

子
供
自
身
に
子
育
て
や
命
の
大
切

さ
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、
障
害

を
理
解
す
る
心
を
持
つ
こ
と
、
そ

し
て
食
の
大
切
さ
を
感
じ
て
自
分

た
ち
の
食
文
化
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
実
際
の
経
験

や
体
験
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
大
切

さ
に
気
づ
き
、
そ
の
「
気
づ
き
」

を
大
人
か
ら
子
供
、
そ
し
て
社
会

全
体
の
も
の
と
し
て
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
子
供
を
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
な
る
と
考
え

る
。
さ
ら
に
、
次
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
が
将
来
自
分
自
身
の
子
供

　

本
委
員
会
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
産
業
の
振
興
・
創
出
や
誘
客
の

促
進
を
は
じ
め
と
し
た
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
経
済
の
活
性
化
・

雇
用
の
拡
大
を
図
り
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
た
。

　

調
査
テ
ー
マ
を
「
地
域
経
済
の

活
性
化
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
」

と
し
、
そ
の
中
で
も
「
新
産
業
創

出
・
産
学
官
連
携
の
推
進
」
と
「
新

た
な
投
資
の
獲
得
」
に
つ
い
て
、

五
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し

委
員
相
互
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

ほ
か
、
七
月
と
十
月
に
は
有
識
者
を

招
い
て
、
意
見
を
伺
っ
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
に
は
、
京
都
市

と
滋
賀
県
草
津
市
を
視
察
し
、「
京

都
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
株
式
会
社
」

め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、「
新
た
な
投
資
の
獲
得
」

に
つ
い
て
は
、
仙
台
の
総
合
的
住

環
境
の
整
備
・
充
実
が
、
き
わ
め

て
重
要
で
あ
り
、
更
に
本
市
の
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
に
向
け
た
事
業

を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。　

 

議
会
運
営
委
員
会
の

議
会
運
営
委
員
会
の

一
年
を
終
え
て

一
年
を
終
え
て

　

本
委
員
会
は
、
環
境
負
荷
を
軽

減
す
る
た
め
の
対
策
や
街
路
等
の

緑
化
の
推
進
に
よ
り
、
潤
い
に
満

ち
た
美
し
い
都
市
の
環
境
や
景
観

を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

設
置
さ
れ
た
。

　

調
査
の
テ
ー
マ
を
「
市
街
地
に

お
け
る
緑
の
保
全
と
創
出
に
つ
い

て
」
と
し
、
環
境
負
荷
の
軽
減
に

向
け
た
対
応
と
い
う
観
点
を
含
め
、

五
回
に
わ
た
っ
て
委
員
会
を
開
催

し
、
委
員
相
互
の
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

　

ま
た
、
八
月
に
は
緑
化
重
点
地

区
に
お
け
る
公
開
空
地
緑
化
助
成

の
事
例
と
し
て
仙
台
Ｍ
Ｔ
ビ
ル
と
、

百
年
の
杜
づ
く
り
行
動
計
画
の
重

点
事
業
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
「
学
校
の
森
づ
く
り
」
の
事
例

と
し
て
栗
生
小
学
校
を
視
察
し
、

て
い
る
。

　

特
に
、
青
葉
山
公
園
等
の
公
園

整
備
や
、
あ
す
と
長
町
地
区
を
は

じ
め
と
し
た
中
心
市
街
地
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
緑
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
ま
ち
と
調

和
さ
せ
て
い
く
か
が
、
美
し
い
杜

の
都
の
形
成
に
大
変
に
重
要
な
も

の
と
考
え
る
。　

十
月
に
は
名
古
屋
市
の
「
ノ
リ
タ

ケ
の
森
」
な
ど
の
視
察
や
、
神
戸

市
の
「
こ
う
べ
森
の
学
校
」
の
視

察
を
行
い
、
企
業
や
他
都
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
十
一
月
に
は
有
識
者

を
招
き
、
都
市
に
お
け
る
緑
の
役

割
に
つ
い
て
意
見
を
伺
っ
た
。

〔
ま
と
め
〕

　

市
街
地
の
緑
の
創
出
に
当
た
っ

て
は
、
単
に
総
量
を
増
や
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
緑

の
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
や
特
性

を
踏
ま
え
、
計
画
的
に
配
置
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
も
の
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
緑
の
保
全
に
当
た
っ
て

も
、
市
民
、
事
業
者
の
協
力
な
ど

も
得
な
が
ら
、
適
切
か
つ
効
率
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

に
と
っ
て
身
近
で
重
要
な
問
題

を
審
議
し
て
い
ま
す
。
議
員
の
質

問
や
市
長
の
答
弁
な
ど
を
傍
聴
し

て
み
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　
　
　

　

次
の
定
例
会（
第
三
回
定
例
会
）

は
、 

九
月
五
日
（
金
）
に
開
会
予

定
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

会
期
日
程
は
、
八
月
下
旬
に
決

定
し
ま
す
の
で
、 

議
会
事
務
局
議

事
課
（
℡
二
一
四
ー
六
一
六
七
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

仙
台
市
議
会
の
本
会
議
や
委

員
会
（
予
算
・
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
調

査
特
別
委
員
会
な
ど
）
は
原
則

と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
な
た
で
も
簡
単
な
手
続
き
で

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

　

　

                      

                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
定
例
会
と

臨
時
会
の
本
会
議
や
予
算
・
決
算

等
審
査
特
別
委
員
会
の
中
継
を
実

施
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
お
伝
え
す
る

「
ラ
イ
ブ
中
継
」（
生
中
継
）
と

二
十
四
時
間
い
つ
で
も
視
聴
可
能

な
「
録
画
中
継
」
を
し
て
い
ま
す
。 

「
録
画
中
継
」
は
、
日
付
や
議
員

名
等
か
ら
見
た
い
画
面
を
簡
単
に

探
し
て
視
聴
で
き
ま
す
。
お
仕
事

な
ど
で
市
議
会
を
傍
聴
で
き
な
い

方
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
会
議
日
程
や
会
議
結
果
、

議
員
名
簿
、
会
議
録
、
小
学
生

向
け
議
会
ガ
イ
ド
な
ど
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

委
員
長　

田
村　
　

稔

　
　

副
委
員
長　

岡
本
あ
き
子

　

議
員
改
選
に
伴
い
平
成
十
九
年

五
月
に
選
任
さ
れ
た
十
一
名
の
委

員
が
、
各
定
例
会
・
臨
時
会
ご
と

に
、
会
議
の
日
程
や
議
事
の
進
め

方
を
は
じ
め
、
市
長
か
ら
提
出
さ

れ
た
予
算
・
条
例
の
議
案
の
審
査

方
法
な
ど
様
々
な
事
項
に
つ
い
て

協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
自
ら
が
提
出
す
る

条
例
、
国
等
に
対
す
る
意
見
書
、

決
議
な
ど
の
議
案
は
、
議
会
運
営

委
員
会
で
そ
の
取
り
扱
い
を
協
議

し
決
定
し
た
う
え
で
本
会
議
に
提

出
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
第
一
回
定
例
会
ま

で
の
一
年
間
に
議
員
か
ら
提
出
さ

れ
た
議
案
は
、「
仙
台
市
政
務
調

査
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
条
例

が
修
正
案
も
含
め
三
件
、　
「
地
方

議
会
制
度
の
充
実
強
化
を
求
め
る

件
」 

な
ど
意
見
書
が
八
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
議
会
運
営
委
員
会
で
は

議
会
運
営
の
活
性
化
・
効
率
化
に

つ
い
て
も
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

法
改
正
を
受
け
た
仙
台
市
議
会

会
議
規
則
の
改
正
（
平
成
十
九
年

三
月)

に
よ
り
、
各
委
員
会
が
主

体
と
な
っ
て
議
案
を
提
出
で
き
る

制
度
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
常
任

委
員
会
に
委
員
が
意
見
書
、
決
議

案
を
提
案
す
る
際
の
ル
ー
ル
に
つ

い
て
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
中
身

の
充
実
に
鋭
意
努
力
し
て
い
ま
す
。

議会棟と本庁舎(右奥）

一宮市での食育に関する視察

名古屋市での視察

 《
可
決
さ
れ
た
意
見
書
》

意
見
書
第
二
号

携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

求
め
る
件

意
見
書
第
三
号

福
祉
人
材
確
保
及
び
老
人
福
祉
施

設
等
の
整
備
に
関
す
る
件

意
見
書
第
五
号

「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
」（
地
球

温
暖
化
防
止
の
日
） 

の
創
設
等
を

求
め
る
件

意
見
書
第
六
号

公
的
森
林
整
備
の
推
進
と
林
野
事

業
の
健
全
化
を
求
め
る
件

　

提
出
先
は
、
国
会
・
内
閣
総
理

大
臣
ほ
か
で
す
。

《
否
決
さ
れ
た
意
見
書
》

意
見
書
第
四
号

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
と

持
続
可
能
な
制
度
の
確
立
を
求
め

る
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
不
採
択
と
な
っ
た
請
願
》

 
 

本会議場

 

請    

願

意  

見  

書

市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
議
会
中

継
を
し
て
い
ま
す

市議会ホームページ
アドレス
(http://www.gikai.

city.sendai.jp/）
にアクセスして、 
ぜひご覧ください。

本
会
議
を
傍
聴

し
て
み
ま
せ
ん
か

岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
災
害
義
援
金
を

送
り
ま
し
た　
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草津市での視察

北淡震災記念公園における野島断層視察栗生小学校での視察


